
第９回運営委員会の協議状況 
 
日 時 平成１６年１１月２日（火）１８：００～２１：５０ 
場 所 ソリオ１（３Ｆ会議室１） 
出席者 （委員）松本（誠）、川谷、長峯、岡田、佐々木、中川 
        奥西、伊藤、岡、加藤、草薙、酒井、田村 

（県）田中、黒田、松本、前田 
 
内容（協議結果） 

次の協議結果を次回流域委員会に報告、提案する。 

 

１ 第８回流域委員会議題の調整 

（１） 台風２３号の災害状況報告と対応 

① 河川管理者から、今回の台風２３号による災害状況等を報告する。 

② 今回の災害について、流域委員会としてのコメント（別紙１）を出す。 
（主な意見） 
・流域委員会としての初動対応（現地視察等）が遅れたのではないか。 
・流域委員会は、冷静に事実を確認すること。被害対策が流域委員会の仕事な

うのでは、はっきりさせるべき。 
・委員会の役目は、整備基本方針、整備計画を策定することであり、速度を上

ないといけない。個々の被害状況と対策について対応する機関ではない。 
・今回は、５８年災害に比べ降雨量が少ないのに災害が大きい。原因を明らか

と計画策定に影響する。 
・今回の台風でいろんな問題が起こっている。現実に起こっているもののみの

本質的解決にならない。今回の台風による降雨が、どの程度の規模、確率だ

の評価が必要。その上で、どの程度の対策が必要で、川を押さえ込む目安を

かを議論すべき。今回の台風の降雨データを取り入れて、とにかく早く基本

めて、整備計画を作る必要がある。 
・「本委員会は個別の問題はタッチしない」とは、言っていない。計画づくりに

て通れない。また、「今起きていることをどうしましょうか」というのでは、

ないので、それは、県や市が地元住民と話しをしてもらう。その状況を聞い

委員会として意見をいうと言っている。 
 
（２） 全体議事フロー 

前回の流域委員会に提案した「全体議事フロー（案）」について、修正の上、

る。（別紙２） 
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（３） 治水計画の検討 

河川管理者が、「治水安全度の設定から基本高水流量設定まで」について、武庫川の具

体的な数値で説明（提案）する。 

 

２ その他 

（１） リバーミーティングの開催日時、場所 

（第２回） 

① 日時：１１月２０日（土）１３：００～１６：００ 

② 場所：尼崎商工会議所、３Ｆ大会議室 

③ 司会進行：松本委員長（次回以降は、別途検討） 

（第３回） 

① 日時：平成１７年１月２９日（土）午後 

② 場所：篠山市立「四季の森会館」 

 

（２） 資料請求等の対応 

河川管理者は、具体的な治水計画の提示（次回流域委員会）以降、整理ができている

範囲で、資料等を速やかに提出する。（台風災害の関係で、委員調整、他部局調整、資料

整理等が遅れている。） 

 

（３） 委員による自主勉強会 

河川管理者による具体的な治水計画の提示（次回流域委員会）以降に、実施する。具

体的な日時、場所は、別途検討する。 

 
（４） 運営委員会 

① 次回の運営委員会は、１１月１２日（金）１８：００から、三田市総合福祉保健

センターで開催する。 

② 第２回リバーミーティング（１１月２０日開催予定）の詳細事項を協議する。 
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２３号台風による武庫川流域の被害に対する流域委員会の見解と対処の

  

 

 １０月２０日の台風２３号では、武庫川は近年にない集中的な豪雨により流域に

しました。とりわけ武田尾、リバーサイド住宅はじめ被害を受けられた区域の被災

らお見舞いを申し上げます。武庫川の河川整備の基本方針および整備計画を策定す

めたばかりの当流域委員会にとっても、今回の災害は武庫川の治水と流域の暮らし

も大きな課題を突きつけられ、その使命は一層重要になってきたものとして、身を引

 当委員会は今回の災害に対して、以下の４点に添って対処していきたいと考えま

  

 ①武田尾、リバーサイド住宅等被害を受けられた区域についての対策は、河川管

的な原因の究明をはかるとともに、速やかに緊急対策を立てて被災地区の住民

る。当委員会は河川管理者に対して、流域の住民が安心して暮らせるように当

合って対策を決定し、速やかに実行するように要請する。 

  

 ②上記の対策と住民との協議の経過、実行の状況については、県から逐次報告を

に、必要に応じて委員会は意見を述べる。 

  

 ③武庫川の河川整備基本方針と整備計画を策定するために設置された第三者機関

災害の再発を防ぐためにも審議の促進をはかり、できるだけ早く基本方針を策

計画を早くまとめるように努力する。 

  

④上記の審議にあたっては、根本的な原因究明を通じて、災害の再発防止のため

取り入れていく。 
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年度 基　本　方　針 整　備　計　画

15
年
度

全体議事フロー　（案）

平
成
１
６
年
度
〜

平
成
１
７
年
度

治水安全度（計画規模）の設定
　　　　↓
流出予測（基本高水）

Ａ

河川整備計画（原案）の提示と意見交換ｉ

流域委員会意見書
　河川整備計画(原案)に対する流域委員会意見書の作成

ｊ

河川整備基本方針（原案）の提示と意見交換Ｆ

流域委員会意見書
　河川整備基本方針(原案)に対する流域委員会意見書の作成

Ｇ

　河川整備基本方針（案）の提示と意見交換
　河川整備計画（案）の提示と意見交換

Ｋ

利水・環境
　水循環
　水収支
　正常流量
　適正な水利用
　水質保全・改善
　生態系の保全・復元、多様性の確保
　沿川の都市整備・景観
　親水空間の形成

Ｃ

河川整備の目標
　治水安全度(目標流量の設定)、整備計画の対象区間、対象期間

ｈ

（武庫川における具体の検討）

流域委員会提言
　河川整備基本方針（原案）、河川整備計画（原案）作成に向けての骨子とりまとめ

Ｅ

　　　　　   ・県（関係部局）
　　　　　　　・市（流域内）　　　　に対するヒアリング及び意見交換
　　　　　　　・その他　　　　　　　及び情報提供

治　　　水

１　設立、諮問、設置要綱の説明；委員紹介、委員長選出、運営方策

２　運営委員会の設置；河川計画制度と武庫川のこれまでの取り組み概要、運営要領等

３　現地視察；河川計画制度と武庫川のこれまでの取り組み概要、運営要領等

４　運営要領について、河川整備基本方針・整備計画について、武庫川の現状と課題

５　武庫川の現状と課題

６　治水検討を軸とした今後の議論、過去の被害状況および現況流下能力

７　今後の議事全体フローと検討スケジュール、治水計画検討（治水安全度の設定から基本高水流量までの概略）

情報の共有化、流域の連携Ｄ

計画高水流量　   ⇔　 流域内貯留量の設定
（河道の分担）　　　　    （河道以外の分担）
　
流域内貯留対策　⇔　 利水
の効果　　　　　　　　　　環境

Ｂ

内 水 災 害

土 砂 災 害

超過洪水対策

治　　　水 利水・環境

別　　紙　２
その１
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項目Ａの検討フロー 

１ 治水安全度の設定 

２ 確率雨量・計画対象降雨の設定

１）計画基準点の設定 
２）流域平均雨量の算定 
３）計画降雨継続時間の設定 
４）計画降雨量の設定 
５）計画対象降雨群の設定 

３ 流出解析 

１）流出解析手法 
２）流域分割 
３）ハイドログラフの再現 
４）流出モデル定数の設定 

土地利

の評価

流出モデルの

洪水到達時間、一雨降

雨、計画降雨継続時間

引伸し倍率、時間分布、

地域分布による棄却 

観測降

観測流

(同定された) 流出モデル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 流出予測（基本高水） 
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項目Ｂの検討フロー 
 
 
 

流出予測（基本高水） 

 
 

１ 河川水位 

１）現況河道定数の設定 

             ①勾配 
             ②断面形状 
             ③粗度係数 
            ２）現況断面における流下能力の算定 

            ３）河川水位の算定 

 
 

２ 越水・溢水箇所の把握 

            ・現況河川の土地利用を把握 
 
 
３ 基本高水ピーク流量の分担を決める 

   ・河道以外      河道（計画高水流量の決定） 
   
 
 
               選 
               択 
  ４                利水への影響 

治水対策の効果 

                 環境・景観・文化への影響 
１）経済性 
２）効率化、有効性 
３）環境適合性の評価（自然環境・社会環境に与える影響） 
４）優先度の評価 
５）総合評価 

 

流域内貯留対

策の選択 

 
 
 
 
 
内水被害 
 
土砂災害 
 
超過洪水対策 
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項目Ｃの検討フロー 
 
 
利水・環境に関する課題 

１）水循環・水収支 

   流域内の降雨、蒸発、流出の水文循環と人工的に整備した水道や下水道等の水収支

を把握し、河川を中心とした流域単位で水循環を検討する。 
 
２）正常流量 

  維持流量 
 動植物の生息・生育地の状況、漁業、

 景観、流水の清潔保持、舟運、塩害の

防止、河口の閉塞防止、河川管理施設

の保護、地下水位の維持 

正  常  流  量 

利水流量 

 流水の占用のために必要な流量 
 
 
 
 
 
 
 

 ３）適正な水利用、水質保全・改善 

   適正な水利用は、河川の水利用の実態を踏まえて、適正な地点を選定し、それぞれ

の地点毎に検討する。また河川の整備・管理にあたっては、河川が適正に利用される

とともに、流水の正常な機能が維持され、河川環境の保全が図られるよう良質な水質

の保全に努め、その方針を検討する。 
  
４）生態系の保全・復元、多様性の確保 

   河川の整備・管理に当たっては、河川の生物群集及びそれらの生息・生育環境の現

状と過去からの変遷及びその背景を踏まえ、その川にふさわしい生物群集と生息・生

育環境が将来にわたって維持されるように努め、その方針を検討する。 
  
５）沿川の都市整備・景観、親水空間の形成 

   流域の土地利用、歴史、文化、景観等を踏まえ、河川を活かしたまちづくりを推進

するため、関係行政機関、地元住民等との連携を図り、特に都市内の河川においては

防災機能を確保する空間、身近な環境空間、都市活動を支える空間としての多面的な

役割について検討する。 
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